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議議長長に 新 山 玄 雄氏 再再任任！ 副副議議長長には 久 保 雅 己氏 再再任任！

1 1月2 7日の臨時議会において、議会構成の選挙がおこなわれ、議長・

副議長とも再任されました。また、各委員会の構成は以下の通りです。

希
望
の
年
に

議　
長　
　　
新
山
玄
雄

新　
年　
明　
け　
ま　
し　
て　

お　
め　
で　
と　
う　
ご　
ざ　
い　

ま　
す　
。　
皆　
様　
に　
は　
、　

お　
健　
や　
か　
に　
初　
春　
を　

お　
迎　
え　
の　
こ　
と　
と　
お　

慶　
び　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　
。　

今　
年　
は　
、　
本　
町　
の　
二　
人　
の　
名　
誉　
町　
民　
が　
ク　
ロ　

ー　
ズ　
ア　
ッ　
プ　
さ　
れ　
る　
年　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　
ま　
ず　
、　

日　
本　
を　
代　
表　
す　
る　
作　
詞　
家　
星　
野　
哲　
郎　
先　
生　
で　

す　
。　
今　
年　
７　
月　
に　
星　
野　
演　
歌　
の　
神　
髄　
を　
実　
感　
、　

体　
感　
で　
き　
る　
星　
野　
哲　
郎　
記　
念　
館　
が　
わ　
が　
町　
に　
オ　

ー　
プ　
ン　
し　
ま　
す　
。　
星　
野　
演　
歌　
は　
人　
生　
の　
応　
援　
歌　

で　
す　
。　
町　
に　
元　
気　
と　
う　
る　
お　
い　
を　
呼　
ん　
で　
く　
れ　

る　
に　
違　
い　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

も　
う　
お　
一　
人　
は　
、　
町　
お　
こ　
し　
の　
大　
先　
達　
、　
民　

俗　
学　
者　
の　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
で　
す　
。　
今　
年　
は　
宮　
本　

先　
生　
の　
生　
誕　
百　
年　
（　
誕　
生　
日　
は　
８　
月　
１　
日　
）　
の　

記　
念　
す　
べ　
き　
年　
で　
す　
。　
宮　
本　
民　
俗　
学　
は　
、　
地　
域　

の　
応　
援　
学　
で　
す　
。　
地　
方　
分　
権　
の　
か　
け　
声　
だ　
け　
は　

高　
い　
よ　
う　
で　
す　
が　
、　
今　
、　
地　
方　
は　
、　
大　
変　
厳　
し　

い　
状　
況　
の　
中　
に　
あ　
り　
ま　
す　
。　
生　
誕　
百　
年　
の　
記　
念　

事　
業　
の　
取　
り　
組　
み　
の　
中　
で　
、　
私　
達　
が　
暮　
ら　
し　
て　

い　
る　
こ　
の　
町　
の　
来　
し　
方　
と　
現　
在　
、　
そ　
し　
て　
未　
来　

を　
考　
え　
、　
そ　
の　
方　
向　
を　
生　
み　
出　
す　
場　
が　
生　
ま　
れ　

て　
く　
る　
こ　
と　
を　
期　
待　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

人　
口　
減　
少　
と　
高　
齢　
化　
の　
波　
は　
、　
さ　
ら　
に　
高　
く　

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
皆　
様　
と　
力　
を　
合　
わ　
せ　
、　
心　

を　
合　
わ　
せ　
て　
今　
年　
も　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
課　
題　
に　
チ　
ャ　

レ　
ン　
ジ　
し　
て　
参　
り　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ど　

う　
ぞ　
、　
よ　
ろ　
し　
く　
お　
願　
い　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　
。　

副　
議　
長　

久
保
雅
己

共　
に　
手　
を　
携　
え　
て　

「　
故　
郷　
」　
周　
防　
大　
島　

の　
発　
展　
、　
活　
性　
化　

を　
め　
ざ　
し　
て　
。　

委　
員　
長　

中
本
博
明　

新　
年　
お　
め　
で　
と　
う　
。　
島　
民　
が　
安　
心　
し　
て　
暮　
せ　
る　
静　
か　
な　
空　
と　
き　
れ　
い　
な　
海　
を　
守　
る　
。　

副　
委　
員　
長　

田
中
隆
太
郎

み　
ん　
な　
の　
町　
づ　
く　
り　
を　
モ　
ッ　
ト　
ー　
に　
、　
議　
員　
活　
動　
を　
し　
ま　
す　
！　

委　
　　
員　

伊
東
梅
芳　

共　
生　
で　
き　
る　
温　
も　
り　
の　
あ　
る　
周　
防　
大　
島　
に　
向　
か　
っ　
て　
。　

〃　

浜
戸
信
充　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
議　
会　
の　
活　
性　
化　
を　
計　
り　
、　
厳　
し　
い　
目　
で　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　
す　
。　

〃　

神
岡
光
人　
「　
あ　
の　
島　
は　
す　
ご　
い　
、　
行　
っ　
て　
み　
る　
か　
！　
」　
そ　
ん　
な　
島　
に　
し　
ま　
せ　
ん　
か　
。　

〃　

田
村
三
郎　

無　
理　
の　
な　
い　
、　
町　
民　
の　
為　
の　
、　
町　
民　
の　
目　
線　
に　
あ　
っ　
た　
行　
政　
を　
…　

〃　

平
村
真
成　

や　
り　
た　
い　
事　
を　
や　
る　
の　
で　
は　
な　
く　
町　
民　
が　
や　
っ　
て　
ほ　
し　
い　
事　
を　
や　
る　
「　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
を　
」　

〃　

黒
田
壇
豊　

財　
政　
再　
建　
と　
学　
校　
の　
統　
廃　
合　
問　
題　
を　
、　
最　
大　
の　
課　
題　
と　
し　
て　
取　
組　
む　
。　

建
設
環
境
常
任
委
員
会

委　
員　
長　

魚
原
満
晴　
「　
和　
衷　
協　
同　
」　
の　
心　
で　
、　
皆　
様　
の　
「　
手　
」　
と　
「　
足　
」　
と　
な　
る　
よ　
う　
本　
年　
も　
頑　
張　
り　
ま　
す　
。　

副　
委　
員　
長　

魚
谷
洋
一　

凡　
事　
徹　
底　
。　
何　
事　
に　
も　
全　
力　
投　
球　
で　
、　
皆　
様　
と　
共　
に　
取　
り　
組　
み　
ま　
す　
。　

委　
　　
員　

安
本
貞
敏　

す　
べ　
て　
の　
事　
に　
猛　
進　
で　
取　
り　
組　
み　
た　
い　
。　
特　
に　
地　
産　
地　
消　
に　
は　
よ　
り　
力　
を　
入　
れ　
ま　
す　
。　

〃　

荒
川
政
義　

合　
併　
か　
ら　
２　
年　
、　
不　
満　
も　
あ　
り　
ま　
し　
ょ　
う　
が　
、　
智　
恵　
と　
パ　
ワ　
ー　
で　
魅　
力　
あ　
る　
町　
創　
り　
を　
！　

〃　

松
井
岑
雄　

自　
分　
だ　
け　
の　
幸　
福　
で　
は　
な　
い　
。　
民　
を　
幸　
福　
に　
で　
き　
る　
人　
が　
本　
当　
の　
幸　
福　
者　
で　
あ　
る　
。　

〃　

広
田
清
晴　

憲　
法　
９　
条　
は　
国　
民　
の　
宝　
。　
戦　
争　
の　
な　
い　
平　
和　
な　
国　
・　
町　
づ　
く　
り　
に　
頑　
張　
り　
ま　
す　
。　

〃　

冨
田
安
英　

歳　
月　
か　
け　
て　
努　
力　
す　
る　
以　
外　
に　
道　
は　
な　
い　
。　
住　
民　
の　
一　
人　
、　
一　
人　
と　
対　
話　
持　
ち　
。　

〃　

小
田
貞
利　

地　
域　
格　
差　
の　
な　
い　
公　
平　
な　
行　
政　
サ　
ー　
ビ　
ス　
が　
受　
け　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
努　
力　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

民

生

常

任

委

員

会

委　
員　
長　

伊
藤
秀
行　

勝　
負　
の　
年　

副　
委　
員　
長　

尾
元
　
武　

均　
衡　
あ　
る　
町　
の　
発　
展　
と　
財　
政　
再　
建　
、　
や　
る　
べ　
き　
政　
策　
と　
の　
間　
で　
是　
非　
を　
明　
確　
に　
。　

委　
　　
員　

土
手
正
喜　

町　
の　
進　
む　
べ　
き　
道　
を　
決　
定　
す　
る　
案　
件　
が　
山　
積　
み　
の　
年　
。　
皆　
で　
町　
づ　
く　
り　
の　
年　
に　
！　

〃　

平
野
和
生　

無　
駄　
を　
な　
く　
す　
よ　
う　
努　
め　
ま　
す　
！　！　

〃　

杉
山
藤
雄　

町　
づ　
く　
り　
の　
原　
点　
（　
活　
力　
の　
あ　
る　
地　
域　
づ　
く　
り　
）　
を　
研　
究　
し　
て　
み　
る　
。　

〃　

木
村
　
潔　

猪　
突　
猛　
進　
で　
は　
な　
く　
、　
熟　
考　
し　
本　
当　
に　
望　
ま　
し　
い　
町　
づ　
く　
り　
に　
努　
め　
ま　
す　
。　

〃　

平
川
敏
郎　

不　
撓　
不　
屈　

ふ

と

う

ふ

く

つ

の　
精　
神　
で　
。　

〃　

久
保
雅
己
・
新
山
玄
雄　

総
務
文
教
常
任
委
員
会


